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桑山南4号墳の竪穴式石室

P

桑
山
南
４
号
墳
は
、
津
山
市
高
尾
に
所
在
し
ま

す
。
４
号
墳
の
周
辺
に
は
一
般
国
道
弱
号
（
津
山
南

バ
イ
パ
ス
）
建
設
工
事
に
伴
い
、
岡
山
県
古
代
吉
備

文
化
財
セ
ン
タ
ー
が
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
同
１
～

３
．
５
号
墳
や
桑
山
古
墳
群
、
細
畝
古
墳
群
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
古
墳
は
い
ず
れ
も
後
期
古
墳
で

横
穴
式
石
室
の
導
入
前
後
の
古
墳
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。４

号
墳
は
、
道
路
建
設
の
敷
地
外
で
し
た
が
、
地

元
の
駐
車
場
建
設
に
伴
い
、
令
和
２
年
３
月
か
ら
５

月
に
発
掘
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

本
墳
は
直
径
、
ｍ
程
の
円
墳
、
埋
葬
施
設
は
竪
穴

式
石
室
で
、
全
長
は
３
．
０
ｍ
、
幅
は
１
ｍ
、
深
さ

１
．
２
ｍ
を
測
り
、
か
な
り
大
規
模
な
も
の
で
す
。

天
井
石
は
す
で
に
失
っ
て
い
ま
し
た
が
、
内
部
の
床

面
か
ら
須
恵
器
、
馬
具
、
鉄
器
、
玉
類
な
ど
の
副
葬

品
が
、
両
小
口
や
側
壁
付
近
か
ら
出
土
し
ま
し
た
。

特
に
両
小
口
に
は
須
恵
器
の
杯
を
２
個
並
べ
て
枕
に

し
た
よ
う
な
痕
跡
が
あ
り
、
２
体
埋
葬
さ
れ
て
い
る

可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
須
恵
器
に
は
皮
袋
形
瓶

と
呼
ば
れ
る
特
異
な
も
の
も
出
土
し
て
い
ま
す
。
本

墳
は
、
美
作
地
域
で
横
穴
式
石
室
に
移
行
す
る
時
期

の
良
好
な
調
査
例
と
言
え
、
今
後
の
調
査
研
究
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
（
小
郷
）

封

二

勺戸

画
■
今
■
『
珂
戸
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新
修
津
山
市
史
資
料

山
市
史

編

『
考
古
』

考
古

を
刊
行
し
ま
し
た

歩
み
に
つ
い
て
ま
と
め
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
巻
末
に
は
関
係
す
る
発
掘
調

査
報
告
書
や
研
究
文
献
の
一
覧
、
市
内
の

遺
跡
一
覧
、
さ
ら
に
報
道
記
事
に
つ
い
て

も
併
載
し
、
学
術
的
な
使
用
目
的
に
も
耐

え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
配
慮
し
ま
し

た
。

言
わ
ば
、
本
書
は
明
治
時
代
か
ら
戦
後

を
経
て
現
在
に
至
る
ま
で
の
、
津
山
市
に

お
け
る
考
古
学
研
究
や
遺
跡
に
つ
い
て
の

概
説
書
と
い
う
べ
き
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。

津
山
市
内
に
は
、
旧
石
器
時
代
か
ら
近
世
に
及
ぶ
、
２
，
０
０
０
か
所
を
越
え
る
遺
跡

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
過
去
の
人
々
の
営
み
の
痕
跡
で
あ
る
遺
跡
や
出
土
遺
物
の
な
か

に
は
、
考
古
学
史
上
極
め
て
重
要
と
さ
れ
る
遺
跡
や
、
美
作
地
域
の
特
色
を
示
す
遺
跡
や

遺
物
、
ま
た
、
地
域
の
歴
史
を
研
究
す
る
に
あ
た
っ
て
外
す
こ
と
が
で
き
な
い
遺
跡
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
数
多
く
の
遺
跡
の
な
か
に
は
、
既
に
開
発
事
業
な
ど
に
よ
っ
て
消
滅
し
、

現
在
で
は
私
た
ち
が
目
に
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
遺
跡
も
数
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

本
書
で
は
、
現
在
の
津
山
市
域
に
お
け
る
考
古
学
上
重
要
か
つ
特
色
の
あ
る
遺
跡
や
遺

物
を
選
ん
で
２
２
５
項
目
に
ま
と
め
、
そ
の
概
要
を
歴
史
時
代
の
区
分
別
に
整
理
し
て
文

章
・
写
真
・
図
面
等
に
よ
っ
て
簡
潔
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

巻
頭
に
は
主
要
な
遺
跡
を
カ
ラ
ー
画
像
で
掲
載
。
本
文
で
は
、
冒
頭
に
津
山
市
内
の
主

要
遺
跡
や
こ
れ
ま
で
の
研
究
史
、
行
政
発
掘
を
は
じ
め
と
す
る
こ
の
地
域
の
発
掘
調
査
の

目
次

第
１
章
津
山
市
内
遺
跡
総
論

第
２
章
旧
石
器
時
代

第
３
章
縄
文
時
代

第
４
章
弥
生
時
代

第
５
章
古
墳
時
代

第
６
章
古
代

第
７
章
中
世

第
８
章
近
世

附
章

L 』
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「
遺
跡
」
と
か
「
考
古
学
」
と
か
と
い
う
表
現
を
す
る
と
、
少
し
難
解
な
イ
メ
ー
ジ
を

も
つ
方
が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
本
書
を
通
じ
て
、
津
山
地
域
に
住
ん
で
い
た
先
人

た
ち
の
足
跡
を
た
ど
り
、
当
時
の
暮
ら
し
ぶ
り
に
思
い
を
馳
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
刊
行

の
目
的
を
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
修
津
山
市
史
、
本
編
の
第
一
冊
目
と
な
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
一
度
手
に
と
っ
て
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。
（
事
務
局
）

掲
載
さ
れ
た
遺
跡
の
内
訳
は
、
旧
石
器
時
代
皿
遺
跡
、
縄
文
時
代
ｍ
遺
跡
、
弥
生
時
代

飢
遣
跡
、
古
墳
時
代
Ⅷ
遺
跡
、
古
代
型
遺
跡
、
中
世
認
遺
跡
、
近
世
巧
遺
跡
で
す
。
ま
た
、

本
書
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
発
掘
調
査
担
当
者
や
専
門
研
究
者
の
協
力
を
得
て
刻
名
の

方
に
分
担
し
て
ご
執
筆
い
た
だ
き
ま
し
た
。

市
外
発
送
も
い
た
し
ま
す
の
で
、
郷
土
博
物
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
体
裁
Ａ
４
版
巻
頭
カ
ラ
ー
皿
ペ
ー
ジ
本
文
６
３
３
ペ
ー
ジ

●
販
売
場
所
津
山
郷
土
博
物
館
及
び
市
内
書
店
に
て
販
売
し
ま
す
。

●
販
売
価
格
７
０
０
０
円
（
税
込
み
）

●
問
合
せ
先
津
山
郷
土
博
物
館

〒
７
０
８
１
０
０
２
２
津
山
市
山
下
蛇

電
話
０
８
６
８
１
２
２
１
４
５
６
７
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令
和
２
年
３
月
旧
日
於
郷
土
博
物
館
２
階
研
修
室

令
和
元
年
度
の
編
さ
ん
事
業
の
進
捗
に
つ
い
て

事
務
局
か
ら
報
告
し
、
４
月
１
日
に
行
わ
れ
る
津

山
市
の
機
構
改
革
に
よ
り
、
津
山
市
史
編
さ
ん
室

が
市
長
部
局
へ
移
管
し
、
総
務
部
付
と
な
る
こ
と

を
説
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後
の
刊
行
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
総
合
計
画
の
予
算
内
示
と
あ

こ
れ
に
対
し
て
、
刊
行
予
定
が
定
ま
っ
て
い
な

い
と
執
筆
者
の
目
標
が
設
定
し
づ
ら
く
、
円
滑
な

事
業
の
進
行
が
で
き
な
い
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ

た
た
め
、
次
期
総
合
計
画
で
の
事
業
要
求
内
容
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
通
史
編
の
版
面
を
協
議
・
決
定
し
、

市
史
に
お
け
る
文
化
財
等
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

事
務
局
案
を
提
示
、
今
後
各
部
会
で
も
検
討
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

わ
せ
て
報
告
し
ま
し
た
。

◆
自
然
風
土
・
考
古
部
会

通
史
編
「
自
然
風
土
・
考
古
・
古
代
」
の
版
下

作
成
に
向
け
各
執
筆
者
で
執
筆
及
び
執
筆
に
向
け

て
の
資
料
収
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

都
会
通
嬉

（
部
会
長
叩
河
本
委
員
）

◆
近
現
代
部
会

◆
近
世
部
会

（
部
会
長
・
”
定
兼
委
員
、
副
部
会
長
》
在
間
委
員
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
予
防
の
た
め
、
部
会

の
開
催
を
見
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

博
物
館
資
料
の
個
別
調
査
な
ど
は
引
き
続
き
行
っ

て
い
ま
す
。

◆
中
世
部
会

◆
古
代
部
会

（
部
会
長
”
狩
野
委
員
、
副
部
会
長
”
今
津
委
員
）

９
月
中
旬
に
資
料
編
「
古
代
・
中
世
」
の
原
稿
を

入
稿
し
ま
し
た
．
年
度
末
に
か
け
て
順
次
校
正
を
行

い
資
料
編
の
版
下
を
作
成
し
て
い
き
ま
す
。

（
部
会
長
》
久
野
委
員
、
副
部
会
長
》
前
原
委
員
）

７
月
別
日
と
８
月
別
日
に
資
料
編
原
稿
入
稿
に
向

け
て
協
議
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
９
月
中
旬
に
資
料

編
「
古
代
・
中
世
」
の
原
稿
を
入
稿
し
、
年
度
末
に

か
け
て
順
次
校
正
を
行
い
資
料
編
の
版
下
を
作
成
し

て
い
き
ま
す
。

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

（
部
会
長
《
在
間
委
員
）

５
月
に
部
会
を
開
催
す
る
予
定
で
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
拡
大
の
た
め
延
期
と
な
り
、

年
度
内
に
部
会
を
開
催
す
る
予
定
で
準
備
を
進
め

新
型

現
在

編
さ
ん
事
業
の
経
過
（
令
和
２
年
３
月
～
）

令
和
２
年

３
月
Ｂ
日
令
和
元
年
度
第
２
回
編
さ
ん
委

巨
貝
今
室

３
月
証
日
新
修
津
山
市
史
資
料
編
『
考

古
』
・
『
津
山
市
史
研
究
」
第
５

号
§
市
史
だ
よ
り
第
巧
号
発
行

４
月
的
日
中
世
部
会
（
中
止
）

５
月
詔
日
編
さ
ん
室
事
務
局
連
絡
会
議

７
月
恥
日
中
世
部
会

８
月
羽
日
中
世
部
会

◆
民
俗
部
会

（
部
会
長
恥
前
原
委
員
、
副
部
会
長
“
安
倉
氏
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
で
、
高
齢
者
へ
の

聞
き
取
り
な
ど
の
調
査
を
中
止
し
て
い
ま
す
。
地
域

の
イ
ベ
ン
ト
も
中
止
・
延
期
と
な
る
も
の
も
多
く
、

難
し
い
状
況
で
す
。
そ
の
な
か
で
も
、
地
図
な
ど

を
見
て
調
査
で
き
る
こ
と
を
進
め
て
い
ま
す
。

を
進
め
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
多
胡
本
家
酒
造
所

蔵
資
料
や
近
代
化
遺
産
、
鉄
道
史
関
連
資
料
の
調

査
、
ま
た
、
在
間
部
会
長
が
収
集
し
て
く
だ
さ
っ

た
「
中
国
民
報
」
津
山
関
連
記
事
の
目
録
化
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

も
部
会
や
合
同
調
査
は
行
え
な
い
状
態
が
続
い
て

い
ま
す
。

そ
の
た
め
執
筆
者
の
方
々
に
は
、
個
別
の
調
査

●
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は
じ
め
に

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
に
よ
り
世
界
的
に

社
会
生
活
が
混
乱
し
て
い
ま
す
。
こ
の
原
稿
の
執
筆
時
に

は
ま
だ
ウ
イ
ル
ス
に
有
効
な
ワ
ク
チ
ン
、
ま
た
は
特
効
薬

が
世
に
出
て
お
ら
ず
、
感
染
を
防
ぐ
観
点
か
ら
３
密
（
密

閉
、
密
集
、
密
接
）
を
避
け
る
方
策
が
呼
び
か
け
ら
れ
、

生
活
様
式
の
変
化
が
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
、
一
刻
も
早

く
有
効
な
治
療
法
の
確
立
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
江
戸

時
代
、
津
山
藩
で
も
当
時
流
行
し
た
疫
病
に
対
し
、
薬
や

治
療
法
を
指
示
し
て
い
る
こ
と
が
諸
記
録
に
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
回
は
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
に
流
行
し
た

コ
レ
ラ
に
対
し
藩
な
ど
が
奨
励
し
た
当
時
の
薬
や
対
処
法

の
一
部
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

安
政
五
年
の
コ
レ
ラ

コ
レ
ラ
は
コ
レ
ラ
菌
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
下
痢

を
主
症
状
と
す
る
伝
染
病
で
、
十
九
世
紀
に
は
し
ば
し
ば

世
界
的
に
流
行
が
起
こ
り
ま
し
た
。
日
本
で
の
最
初
の
流

行
は
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
と
さ
れ
、
西
日
本
一
帯
で

流
行
し
ま
し
た
。
二
回
目
の
流
行
が
安
政
五
年
の
も
の
で
、

文
政
の
流
行
よ
り
も
規
模
が
大
き
く
全
国
に
波
及
し
、
特

に
江
戸
で
の
被
害
が
大
き
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
注

１
）
。
津
山
で
の
流
行
の
様
子
に
つ
い
て
は
、
残
さ
れ
て

江
戸
時
代
の
コ
レ
ラ
へ
の
対
処
法
の
一
例
‐
安
政
五
年
の
津
山
藩
の
対
応
か
ら
‐
梶
村

い
る
記
録
に
は
具
体
的
な
流
行
の
様
子
の
記
述
が
見
ら
れ

な
い
た
め
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
よ
く
分
か
り

ま
せ
ん
。
ち
な
み
に
、
国
元
日
記
（
藩
政
の
意
思
決
定
機

関
の
日
記
）
、
に
記
さ
れ
て
い
る
安
政
五
年
前
後
の
津
山

藩
領
（
主
に
美
作
国
内
）
の
人
口
の
出
入
り
を
記
し
た
数

字
を
見
る
と
、
流
行
前
の
安
政
三
年
は
年
間
の
死
者
は

一
○
四
七
人
、
同
四
年
は
二
○
八
人
、
流
行
が
始
ま
っ

た
同
五
年
は
九
八
五
人
、
翌
年
の
六
年
は
一
二
六
三
人
と

死
者
が
爆
発
的
に
増
え
て
い
る
と
い
う
訳
で
は
な
か
っ
た

よ
う
で
す
（
注
２
）
。
し
か
し
、
当
時
コ
レ
ラ
を
指
す
も

ほ
う
し
や

の
と
思
わ
れ
る
「
暴
穗
病
（
激
し
い
下
痢
の
病
気
と
や
ヨ

ロ
リ
」
と
い
う
病
名
や
、
そ
の
病
気
に
対
す
る
薬
の
処
方

な
ど
の
対
処
法
が
指
示
さ
れ
て
い
る
記
録
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
津
山
で
も
コ
レ
ラ
が
あ
る
程
度
流
行
も
し
く
は
認
知

さ
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

津
山
藩
に
よ
る
対
処
薬

こ
の
コ
レ
ラ
の
流
行
に
対
し
、
藩
は
表
御
医
師
に
調
査

を
さ
せ
、
薬
の
処
方
と
使
用
方
法
に
関
し
、
安
政
五
年
九

月
七
日
付
け
で
触
れ
を
出
し
て
い
ま
す
。
郡
代
（
農
村
を

管
轄
）
の
日
記
に
詳
細
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
紹

介
し
ま
す
。

藩
の
医
師
か
ら
指
示
さ
れ
た
薬
は
三
種
類
あ
り
ま
し

た
。
ま
ず
一
つ
目
は
「
樟
脳
を
酢
で
溶
い
た
も
の
」
で

す
。
配
合
は
酢
一
合
（
約
１
８
０
Ｍ
）
に
つ
き
樟
脳
四
分

（
１
．
５
９
）
で
、
こ
れ
を
戸
口
か
ら
家
の
中
へ
度
々
撒
き
、

香
気
（
に
お
い
）
を
絶
や
さ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
と
病

気
か
ら
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
あ
り
ま
す
。

二
つ
目
は
、
「
胡
黄
連
」
と
い
う
薬
で
す
。
こ
れ
は
和

名
で
は
「
せ
ん
ぶ
り
」
と
い
い
、
一
日
一
人
壱
匁
（
約

３
．
７
５
９
）
を
お
茶
に
し
て
朝
夕
食
事
の
前
に
飲
む
と

よ
い
と
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
は
打
粉
薬
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
材
料
は

ぴ
ゃ
く
し
は
な
う
ど

「
白
韮
」
（
花
独
活
の
こ
と
。
根
は
風
邪
薬
に
も
な
る
）
、

せ
ん
き
ゅ
う

「
川
茸
」
（
セ
リ
科
の
多
年
草
。
根
茎
を
頭
痛
、
鎮
静
剤
に

こ
う
ほ
ん

用
い
る
）
、
「
藁
本
」
（
セ
リ
科
の
多
年
草
。
根
茎
は
頭
痛
、

風
邪
薬
に
用
い
る
）
（
注
３
）
、
米
粉
の
四
種
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
を
粉
に
し
て
あ
わ
せ
て
麻
袋
に
包
み
、
全

身
に
打
つ
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
（
注
４
）
。

以
上
の
処
方
は
城
下
町
を
束
ね
る
町
人
の
ト
ッ
プ
で
あ

る
大
年
寄
の
家
に
伝
わ
る
「
御
触
書
控
帳
」
の
中
に
も
、

同
様
な
記
述
が
確
認
で
き
、
市
郷
広
く
こ
の
対
処
法
が
周

知
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
（
注
５
）
。

幕
府
に
よ
る
対
処
法

こ
の
年
、
津
山
藩
の
対
処
法
の
外
、
幕
府
か
ら
も
コ
レ

明
慶

5



｜ 研究ﾉート

ラ
に
対
す
る
薬
等
の
対
処
法
が
全
国
に
出
さ
れ
て
お
り
、

安
政
五
年
八
月
二
十
二
日
に
外
様
大
名
が
ご
機
嫌
伺
い
に

江
戸
城
へ
登
城
し
た
際
、
老
中
よ
り
通
達
が
あ
っ
た
こ
と

が
確
認
で
き
ま
す
。
（
注
６
）
。
津
山
藩
江
戸
留
守
居
へ
も

同
日
通
知
が
あ
り
、
こ
の
通
達
は
九
月
十
五
日
津
山
へ
到

着
、
翌
十
六
日
に
は
町
奉
行
、
郡
代
か
ら
藩
内
の
町
や
村

へ
通
達
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
（
注
７
）
．

幕
府
か
ら
出
さ
れ
た
対
処
法
は
、
ま
ず
予
防
法
と
し
て

は
、
体
を
冷
や
さ
ず
、
暴
飲
暴
食
を
避
け
、
消
化
の
よ
い

物
を
食
べ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
．
ま
た
、
病
気
に
か

か
っ
た
時
は
、
「
芳
香
散
」
と
い
う
薬
を
服
用
す
る
の
が

よ
い
と
あ
り
、
嘔
吐
が
ひ
ど
い
時
に
は
、
焼
酎
に
龍
脳
（
フ

タ
バ
ガ
キ
科
の
常
緑
大
高
木
。
心
材
に
芳
香
物
が
含
ま
れ

る
。
注
８
）
も
し
く
は
樟
脳
を
混
ぜ
、
温
め
た
も
の
を
木

綿
の
布
に
浸
し
て
手
足
に
す
り
込
み
「
芥
子
泥
」
を
患
部

に
は
る
の
が
よ
い
と
の
こ
と
で
す
。

こ
の
通
達
に
「
芳
香
散
」
と
「
芥
子
泥
」
の
作
り
方
も

記
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
あ
わ
せ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
芳

け
い
Ｌ

や
く
ち

香
散
の
材
料
は
、
「
桂
枝
」
（
桂
、
肉
桂
の
枝
）
、
「
益
智
」
（
シ
ョ

か
ん
き
ょ
う

ウ
ガ
科
の
多
年
草
）
、
「
乾
姜
」
（
干
し
た
生
姜
の
根
）
の

三
種
類
で
、
こ
れ
ら
を
細
か
く
粉
末
に
し
調
合
し
て
時
々

用
い
な
さ
い
と
あ
り
ま
す
。
も
う
一
方
の
「
芥
子
泥
」
の

材
料
は
芥
子
粉
と
鯛
鈍
粉
の
二
種
類
で
、
こ
れ
ら
を
熱
く

し
た
酢
に
一
対
一
の
分
量
で
混
ぜ
、
堅
く
練
っ
て
木
綿
の

切
れ
に
の
ば
し
て
張
る
と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
間
に
合

わ
な
い
場
合
は
熱
い
湯
に
芥
子
粉
の
み
を
混
ぜ
て
作
っ
て

お
わ
り
に

以
上
、
記
録
に
残
る
津
山
藩
で
の
コ
レ
ラ
の
対
処
法
の

一
部
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
内
容
に
つ
い
て

は
樟
脳
や
芥
子
な
ど
を
家
中
に
ま
く
、
も
し
く
は
体
に
す

り
込
む
。
内
服
の
薬
に
し
て
も
セ
リ
科
や
シ
ョ
ウ
ガ
科
の

植
物
を
原
料
に
用
い
る
な
ど
、
香
り
が
強
い
も
の
で
対
応

し
て
い
る
と
の
印
象
を
受
け
ま
す
。
こ
れ
ら
の
方
法
が
細

菌
性
の
病
気
に
実
際
ど
こ
ま
で
有
効
な
も
の
で
あ
っ
た
の

か
は
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
当
時
の
幕
府
や
津
山
藩
な

ど
の
為
政
者
が
当
時
の
医
療
技
術
を
用
い
て
な
ん
と
か
病

気
を
押
さ
え
込
も
う
と
し
て
い
た
様
子
が
見
て
取
れ
ま

す
。

も
よ
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
（
注
９
）

注
７

注
５
玉
置
家
文
書
「
御
触
書
控
帳
」
安
政
５
年
。

注
６
吉
川
弘
文
館
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
続

注
３
い
ず
れ
も
小
学
館
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
参
照
。

注
４
津
山
藩
松
平
家
文
書
「
郡
代
兼
地
方
引
受
」
安

注注
2 1

津
山
藩
松
平
家
文
書
「
江
戸
日
記
」
、
「
国
元
日

記
」
、
「
郡
代
兼
地
方
引
受
」
、
「
町
奉
行
御
用
日

徳
川
実
記
』
第
３
編
。

政
５
年
。

吉
川
弘
文
館
『
国
史
大
辞
典
』
参
照
。

い
ず
れ
も
津
山
藩
松
平
家
文
書
「
国
元
日
記
」

か
ら
の
集
計
。

注注
9 8

記
」
安
政
５
年
。

前
掲
注
３
に
同
じ
。

『
徳
川
実
記
』
と
津
山
藩
松
平
家
文
書
の
「
江

戸
日
記
」
・
「
国
元
日
記
」
の
通
達
の
内
容
は
ほ

ぼ
一
致
す
る
。
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一

知
日

ｰ

。－

＃

震 ‘嘩省
土建

葦詠1

：
悪妻茎
剛譲：

一
酢
一
合
樟
脳
四
分

右
樟
脳
を
酢
二
て
と
き
戸
口
方
家
之
内
迄
日
々
毎

度
振
り
か
け
香
気
之
絶
へ
さ
る
様
致
し
候
ヘ
ハ
病
を
遁

る
も
な
り

一
胡
黄
連
和
名
セ
ン
ブ
リ
目
方
壱
匁
但
一
人
分

右
一
味
之
薬
を
朝
夕
振
出
し
食
前
二
用
ひ
て
よ
し

一
打
粉
薬
白
莚
川
言
藁
本
米
粉

右
四
味
目
方
弐
分
つ
ち
合
粉
に
し
て
麻
袋
二
包

毎
度
惣
身
二
打
へ
し
但
壱
人
前
目
方
八
分
以
上

。

■

？

ｊ

鼠
Ｎ
》
心
寒
心
か
、
樋
予
〈
巫
評
〃

、
乞
一
瀞
睡
凧
畷
耐
ず
‐
Ｌ

｡

Ｊ
ノ

郡代兼地方引受（部分）安政5年

■一

穂
癌
童
謡
誉
奮
沁
ｊ
Ｚ
ｒ
態
坤
の
切
為
鼎
１
艇
系
ｆ
乏
喬
或

易
７
塁
’
職
割
〃
誤
謬
種
爺
鋲
隆
蕊
爺
溌
舗
疹
？
・
勘
で
躍
學
１

抄

量
お
勺
ざ
差
斗
感
ｆ
と
蕊
春
踊

亡
溢
以
矛
驫
了
ｆ
噂
く
海
ｊ
惑
撫
刈
呼
の
＃
ｊ
唯
〃
垂
ｊ
従

呵
よ
心
２
４
前
を
形
勺
を
腸
４
４
氷
ｊ
稀
ノ
ャ
ノ
辱
嘩
諺
ら
Ｉ

γ
侭
噸
公
溌
峨
ｌ
享
血
歌
い
７
吋
ｒ
用
切
〒
１

Ｊ
１

個
塾
額
胞
ゞ
。
，
飢
瞳
．
舌
’
私
舟
．
《
倉

１右
あ
つ
き
酢
に
て
堅
く
ね
り
木
綿
切
に
の
ば
し
張
り
候
事
但

間
に
合
さ
る
時
は
あ
つ
き
湯
に
て
芥
子
粉
は
か
り
ぬ
り
候
而
も
よ
る
し

右
調
合
致
し
壱
弐
分
シ
、
時
々
用
ゆ
へ
し

芥
子
泥紬

球
洲
等
分

唾
鳴
謝
爪
鵬
製
馨
靭
芙
や
良
猫
智
勿
，
ｉ
ｆ
臥
汽
暁

芳
香
散
↓
叙
；
‐
‐
。
、
》
一
と
唾

上
農

桂
抵
伽
或

氷
ヶ
仇

芳
香
散

上
品

桂
枝

益
智

乾
姜

『

整毒
K

m

l雲『

| 墓L

P

細
末

細
末
等
分

細
末

：
篝
Ｉ

蝋
》
剛
調

耐
零
釦
都
分
の
味
仏
鯰
鞘
妙
妾

。

塁
４
〃
、 ■

&

江戸日記（部分）安政5年
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「
〕美作学講座開催のご案内

L

今年度も美作大学との共催で、 「美作学講座」を開催いたします。新しい津山市史の執筆者の

中から近現代編担当の2名を講師としてお招きし、下記の日時・演題を予定しています。なお、

今年度は事前申込みが必要です。

第1回令和2年11月28日（土） 13：30-15：00

講師：山下洋氏（倉敷市歴史資料整備室副主任／市史近現代編執筆者）

演題：「明治初年の宗教事情」

第2回令和3年1月23日(jz) 13:30-15:00

講師：首藤ゆきえ氏（井原市文化財センター研究員／市史近現代編執筆者）

演題：「明治・大正時代の津山町政」

●会場：美作大学

●定員：50名程度（申込多数の場合、抽選にて参加者を決定いたします｡）

※新型コロナウィルス感染拡大状況によっては、予定を変更する場合があります。

●申込み・問合せ先津山市地域振興部生涯学習課

TEL: (0868) 32 - 21 18 FAX: (0868) 32 - 2147

I 」
三L

ー

『 、■且

事務局移転のお知らせ
隠幽流窪湖溌到第毎号溌狗

令和2年4月から、市史編さん

室事務局が津山郷士博物館から津

山弥生の里文化財センターに移転

しました。なお、刊行図書の販売

等につきましては、従来どおり郷

土博物館で取り扱っておりますの

でよろしくお願いします。

」

3月唱発耐し繊昌鋤閥謹僅禰記の迄お(りです｡創刑湯

=篭4号産ともに郷圭博物館雷販売して碗鳶薪緬膳:醤号
些も,1冊8001円リ

･前頂藤雄|隠台廻置昏
一簔雁馳藏唯＝の義瘍・景繼の目|制

小西猟彦I津凹信お職 罰銭X鋤設鰯歴塵I
「

市史編さん事業の立ち上げ当初■
から編さん委員をお務めいただい

ておりました、自然風土・考古編

担当の可児通宏氏が4月25日に

ご逝去されました。謹んでご冥福

■をお祈りいたします。 』

I湿世内陸鰯測]鰯を薩鋤流通

＝議凹鰯頂町侭劉訪認薩掴吻
魚蕊販売鴬潅患勵ぐっで－1

･尾島箔

I諸国風俗御間職回書生
面陽這震猴国鳫亟商謹訓

鴬料翻刻

■ P 』

可
グ
ー
『

一
二
も

津山市史だより 発行
編集

第16号

令和2年10月31日

津山市史編さん室

〒708-0824岡山県津山市沼600-l弥生の里文化財センター内
TEL:0868-22-5820 FAX:0868-24-8414

Eメール:shishihensan@city.tsuyamalg.jp

。

P両

8）
､ 。


